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要旨 :

イギリスではそれぞれのドラマ教育の実践者が、独自のドラマ活動を実践している。今回は、イギリスのドラマ

教育の研究者であり実践者でもあるジョー・ウィンストンのドラマ教育の理論と方法論に着目する。本論の研究目

的は、ウィンストンのドラマ活動の特徴を明らかにすることである。研究方法は、ウインストンの「わがままな大男」

というドラマ活動例を検討することである。結果として、次の7つの特徴が明らかになった。第1に、ウインストンは、

参加者の気持ちと高揚させて、そのまま高まっていくと見せかけて、障害となるものを登場させ、参加者に葛藤を

体験させるようにすることである。第 2に、ウインストンのドラマ活動に複合的にコンベンションを織り込んでいるこ

とである。第 3に、ウィンストンは、プレ・テキストとして物語を使って参加者を物語の背後にある世界に導きなが

ら、物語をより深く理解するようにしていることである。第 4に、ウインストンは、参加者がさまざまな登場人人物

やものになる体験を通して、異なる視点から事象を見るようにさせていることである。第5に、ウインストンは、ナ

シヨナル・カリキュラムの国語 (英語)とつなげるようにしていることである。第6に、ウインストンは、 ドラマ///演
劇だけでなく、他の芸術様式を経験させようとしていることである。第7に、参加者に美的体験をさせることを目

指していることである。
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1.は じめ に

現在、学校教育において長年にわたり実施され

てきた学芸会や生活発表会のような演劇作品を上

演することを目的にした演劇活動とは異なる、ワー

クショップ形式のドラマ活動が学校で取り入れ始

められている。特に、プロの俳優が、演劇作品

を学校で上演する前に学校を訪問し、上演作品

とかかわる活動や上演に参加するためのリハーサ

ルを兼ねたワークショップが、文化庁の助成により

『次代を担う子ども文化芸術体験事業』で実施さ

れている。他方、俳優を受け入れるクラス担任の

教師に演劇を上演する活動ではない、過程中心の

ドラマ活動を理解し、授業とどのように結びつけ

るか、 ということが求められてきている。本論に
おけるドラマ活動とは、演劇作品の上演を目的に

する演劇活動のことではなく、 ドラマをすること
自体を目的にした過程中心の活動のことを指して

いる。

近年、過程中心のドラマ活動に関する本が出版

されるようになってきた。たとえば、『インプロゲー



ムー身体表現の即興ワークシヨップー』(2002)、

『インプロ教育 :即興演劇は創造性を育てるか?』

(2006)、 『ドラマ教育入門』(2010)、 『学びを変

えるドラマの手法』(2010)、 『やってみようIアプ

ライドドラマ』(2010)、 などである。

このようにドラマをすること自体に教育的意義

を見出したり、教科を教えるための学習媒体とし

てどのように応用させたりするか、 といったことが

検討され始めている。しかし、日本におけるドラ

マ活動の理論と方法論は模索段階である。した

がって、 ドラマ活動に関して日本より長い歴史の

ある英米のドラマ教育について検討する必要があ

ると考える。

著者は、『東京都市大学人間科学部紀要』第

2巻の「英米のドラマ教育の考察 (2)― ジョナサ

ン・ニーランズのドラマ活動例の検討を通して一」

(20H)において、ニーランズがドラマ活動をする

ときに使用する技法であるコンベンションの使い

方について検討した。その結果、ニーランズがコ

ンベンションを単一で使うのではなく、さまざまに

組み合わせて、あたかも布を織るようにドラマ活

動に取り入れていることを明らかにした。

今回は、ウォーリック大学教育学部における

ニーランズの同僚であるジョー・ウィンストン(JOe

Winston)の ドラマ活動を取り上げて検討する。

本論の研究目的は、ウインストンのドラマ活動の

特徴を明らかにすることである。

2.ウ インス トンの ドラマ活動
「わがままな大男」の検討

ウィンストンの典型的なドラマ活動の一つである

『わ力`ままな大男』(オスカー・ワイルド原作)を

取り上げて検討することを通して、彼のドラマ活

動の特徴を明らかにする。今回は、5つあるユニッ

トの前半部分について考察する。

本論で取り上げたドラマ活動は、2011年 にウイ

ンストンがウォーリック大学大学院ドラマ・演濠1教

育プログラムの授業で実施した活動である。参加

者は、ウォーリック大学大学院修士課程と博士課

程の大学院生と著者である。実施日時は、2011

年 2月 7日 1730～ 2030で ある。このドラマ活

動の実質的な対象年齢は、6～ 8歳である。今

回の資料は、ウインストンが大学院生たちに配布

した6～ 8歳対象のドラマ活動プランである。こ

の活動の教育目標は、「個人の成長」(Winston,

20■ ,p.1)である。用意するものは、大男の役を

演じるときに着用する帽子、 ドラムとバチ、ニット
の白いシーツである。

(1)ワイリレド原作『わがままな大男』のあらすじ

昔、あるところに大男が所有する広くてきれい

な庭があった。持ち主の大男は留守にしていたの

で、子どもたちは、この庭で楽しく遊んでいた。

しかし、あるとき大男が帰ってきて、庭で遊んで

いた子どもたちを追い出した。そして、この大男は、

庭を高い塀で囲み「入るな !」 という立札を立て、

子どもたちを庭で遊べなくした。

その後、冬の間に庭に積もった雪は、季節が

変わっても溶けることはなく、大男の庭には春は

来ま いつも冬だった。大男は、なぜ自分の庭だ

け冬が続くのだろうと考えていると、風邪をひい

て寝込んでしまった。

ある朝、鳥のさえずりで目覚めると、大男はい

つもより暖かい気がしたので、庭を眺めてみると、

子どもたちが暖かくなった庭で遊んでいた。子ど

もたちは、大男が寝込んでいる間、庭に入り込み

遊んでいたのである。大男は、子どもたちが庭で

遊ぶから、季節が変わることを理解した。大男は、

庭で木に登れない小さな子どもを見つけ、彼を抱

き上|六 そっと木の枝に乗せた。その子は、「あ

りがとう」といい、微笑んで大男にキスした。大



男も微笑み返した。そして、大男は、子どもたち

に庭が子どもたちみんなの庭であることを告ι六

高い塀を壊した。そして、子どもたちは、毎日庭

に来て大男と遊んだ。しかし、大男にキスした男

の子は、再び庭に来なかった。誰もその子のこと

を知らなかった。大男は、その子を待ち続けるう

ちに、すっかり年をとり、子どもたちと一緒に遊

べなくなってしまった。

ある冬の朝、大男が目覚めると、庭にあの小さ

な男の子がいた。大男は、庭に出て行き、小さ

な男の子を抱き上|六 ずっと待っていたと告げた。

その子は、大男に庭で遊ばせてくれたおネしをいい、

今度は彼が大男を自分の天国の庭へ連れていっ

てあげるといい、大男にキスした。夕方、庭にやっ

てきた子どもたちは、白い花に包まれてにっこり

微笑んで死んでいる大男を見つけた。

(2)ウィンストンのドラマ活動 :ユニット1

導入

ファシリテーターは、「わたしの名前はジョー。

あなたのこと、とても好き。一緒に楽しく遊び

ましょう|」 とお互いに言い合い、右手を高く

上げてパチンを合わせるようにやってみせる。

そして、できるだけ多くの人とこのことをするよ

う|こ υヽう。
1

<考察>

この導入は、ウィンストンのドラマ活動プラン

には記載されていないが、 ウィンストンがファシリ
テートした 2月 7日の活動の時には実施された。

参加者であるウォーリック大学の大学院生たち

は、なんでこんなことするのだろうか、 と少し気
恥ずかしいような態度を示していた。参加者たち

は、 どちらかというと次々に訳も分からす いわ

れたことをしている、 というようであった。このシ
ンプルなウォーム・アップが、 これから行う「わが
ままな大男」のドラマ活動における重要な伏線に

なっていることに気づく参加者は、著者も含めて

いなかった。

この活動は、自己紹介をゲーム形式で行い、

これからドラマ活動を一緒にしていきましよう、 と
いう参加者同士の宣言にもなっている。いいかえ

れば、ファシリテーターのウインストンは、参加者

と「これからドラマ活動をやりますね、同意しま

すか ?」 という直接的な契約をしないで、ゲーム

という枠組の中で、参加者同士に「一緒に楽しく

ドラマ活動をしましょうね !」 と宣言させている。

つまり、導入のゲームは、 ドラマ活動の一部とし
て位置づけられている。

<考察>

ウィンストンは、ワイルド原作の『わがままな

大男』をドラマ活動の素材にしていることを伝え

哄 子どもたちが日常慣れ親しんでいる「庭」と

いう言葉とイメージを使うことにより、子どもたち

の興味と関心を喚起しながらドラマ活動を始めて

いる。いいかえれ:よ 子どもたちが、大きな庭を

1このゲームは、ユニット4で大男の庭の高い壁が壊され子どもたちが再び遊び始めるときにもう一度行われる。同じゲームであるにもかかわら魂

そのゲームの持つ意味が変わっていることに参加者が気づくように構成されている。

(a)プ レ・テキストの提示

ボードの紙に大きな庭の枠を描き、子どもた

ちにボードの前に座るようにいう。子どもたち

が遊ぶのにぴったりの大きくて素敵な庭があ

り、そこに何があったらいいかな、 とファシリ

テーターは質問する。ファシリテーターは、紙

に彼らの発言を次々に書き込んでいく。ファシ

リテーターは、庭が長いこと家を留守にしてい

た大男のものである、と子どもたちに伝える。

(lVinston,2011,p.1)



イメージして、そこに何があったらいいか考え、そ

のアイデイアを言語化させて、子どもたちから「そ

の庭で遊びたい」という気持ちを引き出している。

その後で、この庭が大男のものであることを子ど

もたちに伝えている。つまり、子どもたちがこの

庭で遊ぶ気になってから、所有者を登場させてい

る。これは、子どもたちと大男という対立関係の

導入である。この段階は、両者の葛藤の発端であ

る。ここから、さまざまな葛藤が両者の間で展開

されていくことになる。

「プレ・テキストの提示」は、子どもたちをドラ

マ活動という想像世界に招きいれる重要な活動で

ある。ウィンストンは、「庭で遊ぼうl」 と子どもた

ちを喜ばせておいて、障害となる大男を登場させ

ている。つまり、有頂天の状態から子どもたちが

「えっ!」 と感じる意外性のあるドラマ活動になる

ように構成している。この意外性を子どもたちから

導き出すことにより、ウインストンは、子どもたちを

ドラマ活動という想像世界へ自然に入れてしまって

いる、と考える。

このようにウインストンのドラマ活動の特徴の一

つは、参加者の、気持ちを高揚させて、そのまま

高めていくと見せかけて、障害となるものを登場

さ悲 参加者に葛藤を体験させることである。

(b)個人と小グループのマイム・ヮーク///ごつこ遊び

誰とも話さずに一人で一番好きなごっこ遊びを

するように子どもたちに言う。それぞれの子ど

もは、部屋の好きな場所で好きな遊びのマイム

をする。少したったら、ファシリテーターは、

子どもたちに活動を止めるように言う。そして、

部屋のあちこちで行われている遊びの場で他の

子どもとかかわるように言う。子どもたちが遊

びを再開したら、話したり、一緒に遊んだり、

庭のあちこちを巡ったりできる、 ということを
伝える。ファシリテーターは、子どもたちが想

像的に遊ぶように援助する。彼らがこの活動を

十分に楽しめるようにファシリテーターは時間

に余裕を持つ。(Winston,2011,p2)

<考察>

ウィンストンは、大男の存在を知らせた後に再

び子どもたちをごっこ遊びに戻している。子ども

たちに一瞬「あれ ?」 と思わせ、それを気にしな

いように方向づけている。いいかえれば、楽しさ

から不安、そして楽しさへ、という変化を体験さ

せている。それが、大きな変化ではなく、微妙な

変化として設定していることが、ウィンストンの特

徴である。

子どもたちは、最初一人で黙ってごっこ遊びをし

てから、小グループで話しながらごっこ遊びをす

るようになっている。このようなプロセスにするこ

とで、一人遊びと小グループ遊びとの違い、沈黙

と会話との違いを際立たせることができる。ウイ

ンストンの特徴は、このような対比を使いながら、

自然とその違いに気づかせていくことである。

(c)課題の設定一大男 l―

活動を止めるようにいい、子どもたちをボード

の前に集める。子どもたちに今まで庭でしてい

た遊びで一番好きなことについて話すように言

う。そして ある日、大男が帰ってきて、庭に

どのように立本しをたてたかについて語る。あら

かじめ用意しておいた「子どもたちは出て行け l

不法侵入者は訴えられる。」と書かれた紙を子

どもたちに見せる。これを読むことができ、そ

の意味を説明できる人はいますか、とファシリ

テーターは子どもたちに尋ねる。続けて、なぜ

大男がこの立札を設置したか、子どもたちの考

えを聞く。ファシリテーターは、子どもたちが

大男の庭でとても注意深く遊んできたので、大

男の庭にダメージを与える心配はないことを強



調するかもしれない。さらに、「なぜヽ大男は

こんなに大きい真っ赤な文字で書いたのでしょ

うか ?」、「大男の考えを変え、庭で遊べるため

の何かいい説得のアイディアはありますか?大

男に親しみを表すために、何かプレゼントをす

ることができますか?」 などの質問をファシリ

テーターはしてみる。そして、子ども同士で大

男にどんなプレゼントをしたらいいか、話し合

うようにいう。(WinstOn,2011,p.2)

<考察>

ウィンストンは、子どもたちがごっこ遊びをして、

そこから抜け出し、物語について考え、アイデイ

アを出し合い、それらを具体的なアクションとし

て表現するためにごっこ遊びに再び戻る、という

ことを繰り返している。ここでいうごっこ遊びは、

幼稚園・保育所等で行われている「ごっこ遊び」

と想像世界で遊ぶという点は共通している。しか

し、ウィンストンのいうごっこ遊びは、ファシリテー

ターによって直接的に導かれ、時間が限定された

活動になっている。したがって、保育者が間接的

な援助でかかわる時間の限定のあまりない「ごっ

こ遊び」とは異なっている。つまり、ウインストン

のごっこ遊びは、ファシリテーターによって計画さ

れ、直接的に導かれながら、参加者である子ど

もたちが虚構世界で遊ぶ活動のことである。

ウィンストンは、最初に子どもたちに楽しかった

ことについて語らせ、彼らの気持ちを高揚させ、

その直後に「子どもたちは出て行け !」 という立札

を見せている。これは、「 (a)プレ・テキストの提示」

における、子どもたちが楽しく遊んでいた経験の

後に大男がいると伝えたときの構成と同じである。

しかし、今回の方が子どもたちに与えるインパク

トは大きくなっている。なぜなら、はっきりと子ど

もたちは大男の庭から「出て行l月 ということが、

具体的に赤い文字で表現されているからである。

さらに「不法侵入者は訴えられる!」 と参加者の

子どもたちに知らされるからである。つまり、子ど

もたちは庭で遊べないことが、明確にわかるよう

になっている。さらに、子どもたちは、「不法侵入

者」と「訴えられる」という聞きなれない言葉を知

ることができる。ここから、 ウィンストンは、 ドラ
マが国認英語)科に包含されているのを意識して、

単にドラマ活動をおもしろおかしく実施している

わけではなく、新しい語彙について、 ドラマ活動
を通して学んでいることを示している、 と考える。
つまり、 ドラマを学校教育で継続して実施するた
めの具体的方法として、 ドラマの学習媒体として
の可能性を示している。

子どもたちは、まず大男がなぜ侵入禁止の立札

をたてたのかを考える。そして、ウィンストンは、

説得の一つの方法としてプレゼントをあげたら、

大男の気持ちが変わるかもしれない、という方向

づけをして、子どもたちに期待感を持たせている。

そうすることで、子どもたちは、庭で遊ぶために

大男の気持ちを想像しながらいろいろとプレゼン

トについて考えることになる。さらにいえば、子ど

もたちは、プレゼントを差し出せば大男に喜んで

もらえる、と想像することになる。

(d)ペアでのごっこ遊び

子どもたちにペアになって好きなところ行き、

大男にあげたいと思うガヽさなプレゼントを作っ

たり、買ったり、集めたり、手紙を書いたりし

てみるようにファシリテーターは言う。ファシリ

テーターは、子どもたちを円く座らせ、一人の

子どもに庭の隅にある (想像上の)とても大き

な袋をとって来るように言う。ファシリテーター

は、この袋をそれぞれのペアのところへ持って

いき、何を入れているかを言いながら袋に入れ

るように言う。すべての子どもたちが、プレゼ

ントを入れ終えたら、二人の子どもに大男の家



のドアの前に袋を静かに置くように伝える。ファ

シリテーターは、大男の家のドアがどこである

かを指し示す。そして、大男がプレゼントを見

たとき、彼がどんな喜ぶ表情をするか、実際

にやってみるように子どもたちに言う。さらに、

子どもたちに大男がドアを開けたときに何が起

きるかを静かに見守るように伝える。(Winston,

2011,p.2)

<考察>

ウィンストンは、子どもたちが、パートナーと相

談しながら、大男のためのプレゼントを考え、具

体的なイメージを持てるように、方向づけている。

そして、想像上の袋に入れるときにプレゼントが

何であるかを子どもたちに言わせることで、さら

にイメージを具体化し、他の子どもたちにもわか

るようにしている。つまり、子どもたちのアイデイ

アをアクションとして具体化すると同時に、他の子

どもたちにも伝わるようにしている。

そして、ウィンストンは、想像上の袋を子どもに

持って来させ、プレゼントを入れさせ、 ドアに袋
を置かせることで、子どもたちに袋とプレゼント

があたかもそこにあるように感じさせ、子どもたち

の期待感を高めさせている。

さらに、ウインストンは、子どもたちに大男が袋

を開けて彼らのプレゼントを見たときの喜ぶ表情

を想像させ、実際に表現させることにより、子ど

もたちは、大男が彼らのプレゼントを見たらきっ

と喜ぶに違いない、という気持ちを徐々に高めて、

最終的に疑いのないところまで導いている。その

上、大男がドアを開けプレゼントを開けたら何が

起こるか、注意深く見るようにと言っている。つま

り、子どもたちの注意の集中点を明確に指示して

いる。したがって、子どもたちは、固唾を飲んで

大男が袋を開けて喜ぶ瞬間を待つことになる。

(e)大男のテイーチヤー・イン・ロール

ファシリテーターは、どのように大男が戸口ま

できて、袋を見たかについて語る。しかし、隠

れて見ている子どもたちについては、 もちろん

何も言わない。そして、ファシリテーターは、ジャ

ケットを着て大男に変身し (テイーチャー・イン・

ロール)、 不機嫌な声で話しはじめる。前の活

動で子どもたちが、袋に入れたいくつかのプレ

ゼントを取り出し、非常に無ネLで下品な仕方で

それらのプレゼントについていろいろと文句を

言い、もとの袋に投げ入れる。そして、隠れ

ている子どもたちに出てくるようにいう。大男

は、全くプレゼントに興味がなく、子どもたち

が三度と彼の庭に近づいてはしくない。庭は大

男のものであり、子どもたちのものではないし、

来てもらいたくない、と言う。最後にフアシリ

テーターは、大男からナレーターになって「そ

して、大男はぴしゃりとドアを開めた l」 と語る。

(1ヽ
rinstOn,2011,p.3)

<考察>

ウィンストンは、 ジャケットを着ることにより、

ファシリテーターから大男に変身したことを子ども

たちにはっきりと示している。着ぐるみで大男にな

るのではなく、ジャケットという衣装の一部を使う

ことは、子どもたちに想像力を使うように方向づ

けることになる。また、子どもたちがごっこ遊びを

していることと同じことをしているといえる。

ウィンストンは、子どもたちの大男が喜ぶだろう

という気持ちを盛り上げておき、実際は子どもた

ちの期待を裏切る場面をつくり出している。これ

は、子どもたちの気持ちをがっかりさせ、どうし

て大男はこんな態度をとるのだろうか、という疑

間を子どもたちから導き出す。実際、著者自身が、

このドラマ活動に参加したとき、思わず「どうし

て?」 と声を上げそうになった。まさに期待を裏



切られる、という経験であった。

ウィンストンのドラマ活動の顕著な特徴は、参

加者の予想を裏切る意外な展開がいくつかの山場

に仕掛けられていることである。「(e)大男のティー

チャー・イン。ロータ呵 において、子どもたちは、

わくわくしながら大男の喜ぶ顔を期待して盛り上

がっていると、見事に裏切られ、一生懸命考えた

ことが他者によって完璧に否定される経験を子ど

もたちはすることになる。このギャップは、子ども

たちの気持ちを揺さぶり、インパクトのある経験と

して子どもたちに印象づけられる。そして、子ど

もたちから「どうして ?」 という気持ちを自然に導

き出すことになる。ここにウインストンのドラマ活

動の特徴がある。単にファシリテーターが、誰か

の役を演じるということではなく、一連のドラマ

活動の山場でテイーチャー・イン・ロールというコ

ンベンションを使い、参加者たちの内面にインパク

トを与える体験をさせるようにすることである。さ

らに、予想外の人物が登場して参加者たちを驚か

せるのではなく、どのように登場するかで意表を突

き、参加者たちを驚かせている。ウィンストン自身

も「『ティーチャー・イン・ロールね、そんなの知っ

ている!』 、と思われがちだが、やり方を知ってい

ることではなく、これをどうやって使うか、 という
ことが重要である」と授業で述べていた。つまり、

このコンベンションを使えばいいということでは

なく、どこでどう必然性をもって効果的に使うか、

ということが重要なのである。

著者がこのドラマ活動に参加したときのウインス

トンの大男は、実に憎々しげで、参加者たちに「そ

んな風にせっかくのプレゼントについて言わなくて

もいいでしょ」と思わせるようになっていた。いい

かえれば、参加者たちが、「傷つけられた」ある

いは「心が折れdと感じるように仕組まれていた。

ドラマ活動は、想像世界なので、このようなネガ

テイブな体験を参加者に提供でき、かつ虚構に

存在する「リアリテイー」を参加者に体験させるこ

とができる活動である。

<考察>

ウィンストンは、直前の「(e)大男のテイーチャー・

イン。ロータ列 において、子どもたちの大男力`プレ

ゼントを喜ぶだろうという予想を裏切り、子どもた

ちが自然に「どうして ?」 という疑間をもつように

テイーチャー・イン・ロールといっコンベンションを

効果的に使っている。つまり、このコンベンション

をどこで、なぜ使うかを考え、一連のドラマ活動

プログラムに織り込んでいる。そして、「(0大男

のホット・シーティング」でホット・シーティングと

いうコンベンションを挿入することで、子どもたちの

「どうして?」 という疑間を具体化された質問とし

て 大男に問える機会を子どもたちに提供してい

る。いいかえれば、子どもたちの大男に理由を聞

きたいという気持ちを引き出した上Qホ ット・シー

ティングを活動に挿入している。したがって、子ど

もたちは自然に質問したい、という気持ちになって

いる。

実際に著者が参加したときも参加者から次々に

質問があり、その質問に大男が不機嫌かつ意地

悪く答えることにより、さらに参加者からの質問

(f)大男のホット・シーティング

ファシリテーターは、子どもたちにこれから大

男がどんな人かを知るために、彼にインタヴュー

すると告げる。何を質問するか考える時間を子

どもたちに与える。そして、ファシリテーターは、

ジャケットを着て大男になってホット・シート(質

問される椅子)に座る。原作に描かれている

大男のように、怖がらせるのではなく、不機嫌

に演じるようにする。一方で、子どもたちの質

問が発展していくように配慮する。(Winston,

2011,p.3)



を引き出していた。つまり、 ウインストンのドラマ

活動の特徴は、単にコンベンションを使っている

のではなく、参加者からのニーズを引き出してか

ら、それに合致したコンベンションを使っているこ

とである。したがって、その場面において、参加

者はすでに動機づけられており、実際にはフアシ

リテーターによって導かれているにもかかわら哄

参加者は自発的に行動していると感じる、という

状況になる。このような教育方法は、幼稚園・保

育所の自由な遊びで保育者に求められる能力の

一つであると考える。いいかえれば、子どもたちは、

自発的に遊んでいると感じているが、その背後に

環境を整備し、必要ならば誰かになって遊びに加

わり、遊びが発展するように援助できる、という

保育者に求められる能力と類似していると考える。

このようにウィンストンのコンベンションの使い

方は、コンベンションを使う必然性を参加者から

引き出してから、適切なコンベンションをドラマ活

動が発展するために使用していることである。こ

の特徴が、「(f)大男のホット・シーティン列 に

典型的に表れていると考える。

<考察>

パートナーを銅像に見立てて彫刻するという活

動が、子どもたちにとって新しい活動である場合、

ウィンストンは具体的にどうやるかを示している。

子どもたちは、大男のホット・シーティングから得

たイメージを大男の銅像という具体的なアクショ

ンとして表現し、さらに言語化している。つまり、

イメージ→アクション→言語化、という過程を子ど

もたちに経験させている。さらに、前述したよう

に英国の学校教育でドラマが国語に位置づけられ

ているので、形容詞を学ぶという意図も含まれて

いる。さらに、この形容詞のリストが、後の活動

で使われるようになっている。

ウィンストンのドラマ活動は、 さまざまな伏線を
張りながら、それらを最終的に統合するように緻

密に組み立てられているといえる。さらに、アクショ

ンと言葉とつなげる経験を積み重ねている。

<考察>

大男の言動から、彼の性格や行動傾向や子ど

もたちを嫌う理由などについて子どもたちに考え

させ、発言させ、それらについて図を使って表現

している。このプロセスは、子どもたちが大男か

ら受けた印象を具体的に言語化して、大男という

(g)大男の銅像 (1)

一人の子どもがモデルになり、 どうやってパー

トナーを彫刻するかをデモンストレーションす

る。前の活動で大男と話した経験から、彼の

態度を具体化するためにパートナーを銅像に

見立てて彫刻する。彼の態度に見合う形容詞

を考え、書きとめておくようにいう。(WinstOn,

2011,p.3)

(h)書 く活動 :登場人物のプロフィール

子どもたちは、大男に会ってインタヴューした

ので、そこから何が分っただろうか。ホット・シー

ティングから学んだことを整理するために図を

描いてみる。図を読み上lス 登場人物のプロ

フィールの作り方を例示する。たとえlよ 大男

はとても自分勝手である。あるいは、彼の庭を

遊ぶために使ったが、今や彼は庭から子どもた

ち全員を追い出した。彼がどうしてそのようなこ

とをしたかを尋ねたとき、何でも一人でするの

が好きだと不機嫌そうに答えた、などである。

そこで、子どもたちに大男の家の隣に引っ

越してきたばかりの子どものために自分のプロ

フィールを書いてみるように言う。そして、子ど

もたちにその子がどのような子どもであるかを

知りたいか、と尋ねる。(Winston,2011,p.3)



登場人物を明確にする助けになる。つまり、大男

という登場人物が、さまざまな活動を通して浮き

上がってくる。

さらに、大男の家の隣に引っ越していた子ども

を想像させ、子どもたち自身にプロフィールを書か

せることで、その子どもに興味をもたせ、自分に

引き寄せて考えるようにさせている。また、これ

は次のセッションの主要な登場人物の伏線になっ

ている。ウィンストンは、子どもたちに物語を他人

事ではなく、自分事として引き寄せて考えられる

ように方向づけている。そのときに物語を読むだ

けでなく、イメージさせたり、アクションとして表

現させたり、自ら考えを言葉として表現させたり、

文字化させたりしている。このようにして、ウイン

ストンは子どもたちに物語を深く理解するように方

向づけている。

(1)沈黙と振り返り

子どもたちは、何枚かの有名な庭と花々の絵

を見る。たとえば、モネとかゴッホの絵などで

ある。(Winston,2011,p.4)

<考察>

ウィンストンは、振り返りのときに「沈黙」とい

う言葉を一緒に使っている。多くのフェシリテー

ターは、単に「振り返り」として、一連の活動の

話し合いやまとめを行う。しかし、ウィンストンは

活動と直接的に関係ないような「有名な庭や花々

の絵」を見せている。これは、ウィンストンの独

自な特徴である。ワイルドの『わがままな大男』

は、お男の庭で展開される大男と子どもたちの葛

藤が主題の一つである。その庭が、どんな庭で

あるかをイメージすると同時に、有名な絵画を鑑

賞する機会になっている。これは、ウィンストン

が、子どもたちにドラマ活動を提供するだけでな

く、さまざまな美的体験をさせようとしているから

であると考える。

(3)ウィンストンのドラマ活動 :ユニット2

(a)身体的活動 :境界線の作成

子どもたちをボードの前に集める。ファシリテー

ターは、「この大男は、建設業者を呼んできます。

そして、子どもたちが彼の庭に入って来られな

いようにしたいので、どんな境界線を建てたら

いいかを彼らに尋ねました。建設業者は、ど

んなことを大男に提案したでしょうか?」 と問

いかける。子どもたちに建設業者の助言を紙

に書くように言う。たとえば、柵、鉄条網、上

部にガラスをはめ込んだ高い壁など。子どもた

ちを5～6人のグループに分け、 どの境界線に
するか、選ぶように言う。(Winston,2011,p.4)

<考察>

ウィンストンは、ここで子どもたちに建設業者にな

るように指示している。これは、「専門家のマント」
2

というコンベンションである。ここでは、子ども

たちは大男側に立ち、どうしたら子どもたちを庭

に入れさせないようにするか、について考えさせ

ている。つまり、子どもたちに反対の立場の登場

人物を演じさせることで、登場人物である大男に

ついての理解を深めさせている。いいかえれば、

ウィンストンは、さまざまな立場から物語を考え

るようにドラマ活動のプログラムを構成していると

考える。

(b)言語的活動 :警告板の作成

境界線を越えようとする子どもたちが恐怖にお

ののくような警告が、庭のさまざまな壁にある、

2「専門家のマント」とは、参加者たちがドラマ活動において必要である特別な知識あるいは専門技術をもった登場人物になることである。

(Winston.2001,p124)



と伝える。それぞれのグループは、警告標語

を考え、その意味に合った言い方で表現する。

ファシリテーターは、最初にどうやってピッチや

トーンを使ったらいいかを例示する場合もある。

(lVinston,2011,p.4)

<考察>

これは、「 (a)身体的活動 :境界線の作成」を

発展させた活動で、子どもたちは継続して大男側

の立場で警告の貼られた壁を演じることになる。

そして、警告に見合った言い方を考え、具体的に

言語化する体験をしている。この活動は、 ドラマ

をする活動であると同時に、教科としての国語に

おける読みや表現にかかわっている。つまり、学

習媒体としてもドラマが使われている。ウインスト

ンは、このようにしてドラマを学校教育に位置づ

けようとしていると考える。

(c)全員でのパフォーマンス:子どもは壁を壊すこ

とができるか?

側の立場で壁と警告板を演じている。しかし、小

さい子どもを登場させ、壁を演じている参加者た

ちとの間に葛藤場面をつくりだしている。具体的

にいえば、小さな子どもは通ろうとし、壁は言語

的にも身体的にも通さないようにしている。いい

かえれば、子どもたちは弱い者いじめをする経験

を想像世界の中で体験していることになる。さら

にいえば、ファシリテーターは、現実世界で起こ

りうる疑似体験を提供して、子どもたちに身体と

通して考えさせている。壁になっている子どもた

ちは、ここで罪悪感をもつ体験ができると考える。

ドラマ活動の技法に着目してみるとウィンストン

は、ここでいくつかのコンベンションを組み合わ

せている。具体的にいえば、コレクティブ・ロー

ル 3、 ティ_チャー・イン・ロール、ナレーション、

パラレル・シーン
4で
ぁる。ウインストンのドラマ

活動は、一つのコンベンションで構成されている

のではなく、複数のコンベンションが融合するよう

に組み合わされている。つまり、活動に複数のコ

ンベンションが織り込まれている。

各グループは、言語と身体を使って活動する。

ファシリテーターが各グループの用意ができた

と思ったら、小さな子どもが庭に入ろうとすると

き、何が、起きるかということについて、交代

で発表すると全員に説明する。ファシリテーター

はこの子ども役を演じ、各グループの壁へ行き、

その子どもがどのように壁を乗り越えようとした

かを語る。各グループは、ファシリテーターが

演じている小さな子どもが近づいてくると壁に

なり、警告を発する。(Winston,2011,p.5)

<考察>

この活動において、子どもたちは継続して大男 く考察>

3

4

一つの役を二人以上の参加者が同時に演じる。それぞれの参加者は、登場人物の特徴を異なる視点から表現する。(Winston,2001,p123)

異なる場所で 2つ以上場面が同時に展開されたり、次々に場面が展開されたりする。一つの場面が演じられているときは、他の場面はフリーズし、

場面が変わったら動き出九 これは、場面と場面の関係性と緊張感を探るためである。(Winston.2001,p124)

(d)大男の銅像 (2)

子どもたちは、大男が窓から小さな少年が走

り去るのを見ている、と想像する。ペアになっ

て、パートナーを大男に見立てて、彼がどのよ

うに見ているかを彫刻する。子どもたちを2つ

のグループに分け、お互いに見せ合い、その

様子を形容詞や一言で表現し、それらを集め

る。たとえば、いらいらした、誇らしい、 しか

めっ面をして、などである。これらを書きとめる。

(Winston,2011,p.5)



ここでは、子どもたちは大男について考え、イ

メージしたことを彫刻として表現している。つまり、

イメージをアクションで具体化している。ウインス

トンの活動の特徴は、イメージされたアイディアを

アクションと言葉で具体的に表現することを繰り返

していることである。子どもたちは、彼のドラマ

活動を通して新しい単語や語句をそれに見合った

場面で感情を伴いながら体験し、学んでいる。さ

らに、そのことが、一過性の活動として終わらず

後に詩で表現されるように構成されている。つま

り、ウインストンは、総合芸術というドラマ/演劇

の特徴を生かしてドラマ活動を構成している。さ

らに言えlよ 彼は過程中心のドラマ活動ではある

が、参加者が多様な芸術体験ができるように試

みている。それは、芸術としてのドラマにとどまら

哄 美術、音楽、詩、文学等にかかわる美的体

験である。

(e)ICT(Information and Computing Technology)

子どもたちの境界線の写真を撮り、コンピュー

ターにとりこむ。子どもたちは、写真に合わせ

たテキストの大きさやフォーマットや色を選び

ながら、テキスト・ボックスにサインを加える。

(Winston,2011,p.5)

<考察>

ウィンストンは、デジタル・カメラとコンピューター

を使った活動を導入している。今までは、身体と

言語を組み合わせた活動であったが、ここで新し

いメディアを導入して新しい体験を子どもたちに

提供している。通常ドラマ活動は、その場その場

で消えていくが、写真を使うことにより、記録とし

て留めることができる。さらに、その写真にキャ

プチャー等をつけ加えることで、新たな体験を子

どもたちがすることになる。これは、子どもたち

が自分たちのした体験を客観的に見る体験になる

と考える。

(f)振 り返りと沈黙

子どもたちは、自分たちと他者との間の境界線

を打ち立てるというテーマの詩の朗読を聞く。

(Winston,2011,p.5)

<考察>
ウィンストンは、『わがままな大男』のドラマ活

動で子どもたちが体験してきた「境界線」を取り

上t共 同じテーマを扱っている詩を選伐 朗読する。

これは、子どもたちがドラマ活動で動いた後で、

気持ちを落ち着かせる役割として位置づけられる

と同時に、「境界線」について別の芸術様式を通

して考えるきっかけになる。ウィンストンは、 ドラ
マ///演慮1という芸術様式だけでなく、他の芸術様

式も取り入れ、 ドラマ活動に統合している。ここ
にウインストンのドラマ活動の特徴があると考え

る。さらにいえば、現実社会に存在する境界線に

ついて考えるきっかけを子どもたちに与えている。

つまり、想像世界と現実世界をつなげているので

ある。

(3)ウィンストンのドラマ活動の特徴

第 1に、ウインストンは、参加者の気持ちを高揚

させて、そのまま高まっていくと見せかけて、障害

となるものを登場させ、参加者に葛藤を体験させ

るようにしていることである。つまり、参加者が意

外性を体験するようにドラマ活動を構成している。

第 2に、ウィンストンのドラマ活動は、ニーラン

ズと同様にドラマ活動の技法であるコンベンショ

ンを活動に織り込んでいるので、表面上はコンベ

ンションだけが際立つことはない。つまり、コン

ベンションが活動の中に埋め込まれているのであ

る。さらに、いくつかのコンベンションを融合さ

せて使っていることも特徴である。ここまでは、



ニーランズと共通している。しかし、ウィンストン

の典型的な特徴は、コンベンションを挿入する前

の活動でこのコンベンションが効果的に機能する

ように仕組んでいることである。たとえば、ホット・

シーティングというコンベンションが使われるとき、

参加者はすでに質問したいと動機づけられている

ので、あたかも自然に質問が参加者から次々で出

てくるようになっている。この状況をつくり出して

いるところにウインストンのドラマ活動の特徴が顕

著に表れている。コンベンションを単に使うので

はなく、どうコンベンションを使うかが、十分に

考えられているのである。したがって、想像世界

におけるリアリテイーが高まることになる。

第 3に、 ウインストンは、 プレ・テキストとして
物語を使って参加者を物語の背後にある世界に導

きながら、物語をより深く理解させるようにしてい

る。そして、新しい物語を創るのではなく、原作

のストーリー・ラインに戻りつつ、最終的に原作

に戻るようになっている。したがって、参加者は

身体を通して物語を体験したという実感を得るこ

とができ、より深く物語を理解する体験をもつこ

とになる。つまり、ウインストンは原作を導入とし

て使い新しい物語をつくっていくのではなく、物

語についてドラマを通してより深く理解するように

ドラマ活動を構成している。

第 4に、ウインストンは、参加者に同じ登場人

物を演じさせるのではなく、参加者がさまざま登

場人物やものになる体験を通して、異なる視点か

ら事象を見るようにさせている。たとえlよ 参加

者が、子どもたちになったり、彼らと対立する大

男になったり、建築業者になったり、小さい子ど

もになったり、彫刻家になったり、鋼像になった

りしている。

第 5に、ウインストンは、ナショナル・カリキュ

ラムの国語とつなげて、子どもたちに新しい単語

や語句をアクションとつなげて体験するようにプ

ログラムを構成している。これが、単に言葉を学

ぶということではなく、物語の理解と詩をつくる、

という活動につながっている。

第6に、 ウインストンは、 ドラマ//演劇という芸

術様式を参加者に体験させるだけでなく、異なる

様式も体験させている。たとえlよ 美術、詩とい

う言語芸術、映像芸術などである。そして、特に

これらをユニットの最後である振り返りのときに提

示している。ドラマ活動と直接関係ないように見え

るが、テーマが底流でつながってい( ドラマ活
動で体験したことが、別の芸術様式によって別の

視点からテーマについて参加者に考えさせるように

なっている。

第7に、彼の最大の特徴は、参加者に美的体

験をさせる、 ということである。いいかえれば、
参加者が美を感じ取れる瞬間をできるだけ多くド

ラマ活動で体験することが目指されている。この

ことは、 ウィンストンが『美と教育 (Beauty and

Education)』 (2011)を著作したことからも言える。

3。 おわりに

今回は、ウインストンの『わがままな大男』の前

半を取り上ι六 彼のドラマ活動の特徴を明らかに

した。今後は、このドラマ活動の後半部分を取り

上げて、美的体験に焦点をあてて検討していくこ

とにする。
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